
～～ 先輩農業者からのメッセージ ～～

当産地では、近年若い生産者が増えつつあり

ます。農地・農機などの基盤がないＵ・Ｉター

ンの方でも、しっかり就農している方々がたく

さんいます

もちろん、困難もたくさんありますが、是非

私たちと一緒に頑張りましょう

いずも ぶどう栽培への招待状



（２）夫婦や核家族の就農例

１ 島根県最大のぶどう産地

（１）デラウェア産地として歴史があり、早期加温栽培により４月より全国に先駆けた出荷

（２）生産組織や販売体制もしっかりしており、栽培することに専念できる

（３）特にデラウェアは全国でも生産が減り、単価が上がっているためチャンス
（４）全国で増えているシャインマスカットも徐々に増えており、近年の新規就農者には人気

いずもでぶどう栽培をするうえでの７つのポイント！

２ 住居・医療・学校などのインフラ環境も良好

3 品種・作型を組み合わせ労力分散

（１）出雲市は島根県で人口第２位の都市なので、住まい探しも比較的楽
一般の賃貸物件情報などは一定数存在するので、関係機関で窓口にご案内可能

一方で、出雲市のまとめる空き家情報（リスト）の件数は決して多くはないのが現状

（２）島根県立中央病院、独立行政法人島根大学医学部があり医療環境も整っている

（３）幼稚園、保育所、小・中・高校の数は県内では多い

（４）農地のある出雲・大社は市街地から比較的近く、山間部に比べ降雪も少ない

（１）ぶどうは春～秋にかけて特に忙しい。冬場は剪定がやや忙しい作業。

（２）デラウェアは早期加温栽培により全国に先駆け４月から７月までのリレー出荷が可能

（３）繁忙期が異なるため、品種・作型を上手に組み合わせる必要

（４）収穫などの忙しい時期には短期のバイトや計画的な雇用が必要な場合もあり

作業体系及び労働時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

早期加温 ―◇― ―○― ★―― ※―― ■■■   ∩― 542

普通加温 ∩－ ◇―― ○―― ★―― ※―■ ■■ 499

準加温 　∩◇ ○―― ★―― ―※― ―■■ ■ 461

無加温     ∩ ○― ――★ ――※ ――■ ■■ 423

加温 ∩―― ◇○― ――― ★―― ――― ――― ■■■ ■ 719

二重被覆 ∩―― ○―― ――★ ――― ――― ――■ ■■■ 671

無加温 ∩○ ――― ―★― ――― ――― ―■■ ■■■ 671

∩ﾋﾞﾆｰﾙ被覆　　◇加温開始　　○発芽　　★開花　　※着色開始　　　■収穫　　赤色文字：繁忙期

シャイン

マスカット

繁忙期
年間

作業時間

GA処理

摘房・摘粒

収穫

新梢管理

結実管理

収穫

月
品種 作型

デラウェア



（１）単身や定年帰農の就農例

（２）夫婦や核家族の就農例

①目標が所得224万円以上、労働時間2000時間

（認定新規就農者制度による）

②１人でこなせる面積は３０～５０aが限界

（上手に品種・作型を構成すること）

③忙しい時期には雇用も必要

①出雲管内でも１００a以上栽培する農家

が一部おり、そのほとんどが家族経営

②作業効率、省力化が鍵となる

③圃場が増えるほど、農地の集約が難し

くなる（借入農地は飛び地が多くなる）

（１）直近７年で１4名の就農（就農制度活用）、うち4名がU・Iターンでの就農

（２）就農相談があれば、JA、出雲市、県農業普及部が一斉に集まり面談、役割に応じて支援

（３）産業体験 → 就農前研修 → 就農 のパターンが一般的（詳細な制度は次頁参照）

（４）出雲市アグリビジネススクールが開催されており、実際に栽培しながら基礎が学べる

５ 農地・農機などの農業基盤を借りることも可能

（１）離農等で、空きハウスが年3万円/10a程度で借りられる場合があります

（２）空きハウスだけでなく、農薬散布のための機械などを譲ってもらえることもあります

（３）空き資産の確保は、タイミングと運ですが、関係機関が確保を常にサポートします

４ 家族構成に応じた所得を実現

６ 受け入れ体制も充実・直近の就農実績

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和1

ぶどう 3 1 4 1 2 1 2

うちU・Iターン 1 1 1 1

認定新規

就農者数

年度

（１）就農はゴールではありません 。スタートラインです。

（２）就農前はもちろん、就農後も、農家同士や関係機関と地道が努力し続けることが大切です

就農就農後、所得目標の 達成できる人 できない人 どちらもいます

加温①
(10a)

加温②
(10a)

普通加温
(10a)

準加温
(10a)

無加温
(10a)

加温
（10a）

二重被覆
無加温
(10a)

サイドレス
(10a)

所得（千円） 511 511 454 440 348 1,576 1,489 1,134

総所得

労働時間 542 542 499 461 423 719 671 671

総労働時間

時間当たり所得 943 943 910 954 823 2,192 2,219 1,690

収穫期間 5月上旬～ 5月上旬～ 5月下旬～ 6月中旬～ 6月下旬～ 7月上旬～ 8月上旬～ 8月中旬～

2,467 2,061

2,264 4,199

デラウェア（50a） シャイン（30a）

デラ
加温
(10a)

デラ
普通加温
(10a)

デラ
準加温
(10a)

シャイン
加温
(10a)

シャイン
二重被覆
(10a)

シャイン
サイドレス
(10a)

所得（千円） 511 454 440 1,576 1,489 1,134

総所得

労働時間 542 499 461 719 671 671

総労働時間

時間当たり所得 943 910 954 2,192 2,219 1,690

収穫期間 5月上旬～ 5月下旬～ 6月中旬～ 7月上旬～ 8月上旬～ 8月中旬～

3,563

5,604

デラウェア（30a）＋シャイン（30a）

７ あなたの努力次第で夢は実現する

（１）小粒種

（２）いずものぶどう産地を支える主力品種



（１）大粒種

（２）近年全国的増えている人気のぶどう

■ 自営就農までの流れ

雇用就農（1～２年）

就農相談

（１）短期農業経営者養成科(1年) ←50歳未満で早く就農したい人にオススメ

体験(1年) 就農

①農林大学校を活用した自営就農パターン

②就農地での研修から就農するパターン

就農前研修(1年～2年)

就農サポートチーム

(JA、出雲市、県)

【就農相談】

・経営構想

・労働力

・資金力

・体調面 など

上記内容を聞き取

りながら、相談内容

に応じて最適な就農

を方法を検討します

現地見学へもご案内

①産業体験プログラム(1泊2日)

まずは、先輩農家のもとで1

泊2日程度で体験ができます

②UIターンしまね産業体験事業

月12万円(基本)の助成を受け

ながら農家のもとで最長１年間

の体験をし、適性を判断します
※①②はいずれもふるさと島根定住財団の事業を活用

③アグリビジネススクール

1～2回/月の頻度で、出雲市

の主催する農業講座を受け、実際

の農作業を通じて、ぶどう栽培を

学べます※②と③を同時に実施される人もいます

（２）養成課程 農業科 果樹(2年) ←50歳未満でじっくり学びたい人にオススメ

※いずれの課程も「農業次世代人材投資事業(準備型)：国」の要件を満たす

助成額：150万円/年 最長２年

（１）独立を見据えた雇用就農(最長2年)

（２）師匠農家のもとで研修(1年) ←50歳以上のUIターンにオススメ

「農の雇用事業：国」を活用した経営体のもとで働きつつ独立を目指す

「農業人材投資事業(UIターン準備型)：県」を活用し自営を目指す

助成額：12万円/月（最大144万円/年） 最長1年間

※相談者個々の就農時年齢や前年の世帯所得、研修受入体制により、どの研修が良いか検討します

施

設

整

備

等

の

各

種

助

成

（１）小粒種

（２）いずものぶどう産地を支える主力品種

問い合わせ先

島根県東部農林振興センター出雲事務所 0853-30-5604

出雲市農業振興課 農業支援センター 0853-21-6122

★デラウェア

★シャインマスカット


